
「新たな貞元地区文化の創造」 

 
貞元地域まちづくり推進委員会 

 
平成22年11月20日 

君津市地域情報センター視聴覚室 

君津市文化のまちづくり市税１％支援事業 



１．はじめに 
 

委員会設立までの経過と課題 

 
 １．平成12年度きみつまちづくりセミナー 
 ２．平成19年貞元地域に関する話し合い 
 ３．平成19年第３次まちづくり計画への提案 
 ４．平成19年度郡ダム周辺観光振興基本計画 
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委員会設立までの経過と課題 
 １．きみつまちづくりセミナー 
 (1) 経 過 

  ・主催中央公民館 講師千葉大学延藤安弘教授  

    参加者46名 10回実施。 

   ・参加者には役立つセミナーであったが、市民・ 

    行政等に対して何も反映されなかった。 

 (2) 課 題 

   ・よいものは実現できるまで継続する組織づくりが  

    必要。 
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２．貞元地域に関する話し合い 
 (1) 経過 
  ・平成19年1月から8月 有志7名で実施。 
  ・8回の会合で解散。 
 (2) 課題 
  ・素人集団だけでは継続が難しい。 
  ・まちづくりの経験者、リーダー、専門家が 
   必要。 
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３．第3次まちづくり計画      
４．郡ダム周辺観光基本計画 
 (1) 経過 
  ・平成19年度意見交換会実施。 
  ・意見書提出。 
 (2) 課題 
  ・進捗状況の把握と市とのパートナーシップ 
   が必要。 
   （市民でできるものは、市民で考え実現化） 
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２．委員会設立 

(１) 文化のまちづくり市税１％支援事業 
(２) アドバイザー 千葉大学大学院園芸学研究科 
   准教授 齋藤雪彦氏 
   （専門都市及び農村計画学） 
(３) 協力 千葉大学大学院生 
(４) 平成20年6月21日設立。 
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３．委員会の概要 

１．目的 ２．事業 ３．組織について 
 
１．目的 
  ・新たな貞元地区文化の創造 
  ・まちづくり資料の理解、行政・大学・専門家 
   と協働。 
  ・実現に向けて具体的な方策を検討。 
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２．事業 
 (1)各地区の課題・文化資源の調査、 
   まちづくりの研究。 
 (2)新たな貞元地区文化、まちづくりの創造。 
 (3)まちづくりの推進に関する広報。 
 
３．組織 
  次画面参照。 
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組織図 

• 組織図を添付 
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４．活動 

１．大学と委員会協働 
 (1)年次計画 
 (2)ワークショップ（集落別環境点検） 
  ・集落を歩き、よい点、改善をしたい点を 
   見つけ、まとめをする。 
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お日待ちのむら  （中富） 
      ～300年の伝統・歴史～  笹舟チーム 

１．先人を慕う「お日待ち」を
よりどころにするむら。 

２．川に囲まれて農業を中
心として、自然環境が豊
かであるが、一部改善す
る箇所がみられる。 

３．今後の取組みとして、市
街地との調和、発展が必
要である。 
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２．大学による調査、市等の計画 
 (1)アドバイザー ・インタビュー調査 
   ・市内全域調査 ・講演（地域の暮らしと 
   まちづくりについて） 
 (2)アンケート ・暮らしの姿 ・貞元地区の 
   子供の遊び生活 ・土地利用分布 
   ・勤労男性の余暇 
 (3)市等の計画 
   マップ内 例 市道六手・貞元線延伸 
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３．委員会活動 
 (1)部会活動 
 (2）広報紙・広報 
 (3)アンケート調査 
   ・委員を対象にまちづくり調査 
   ・もったいない運動 
    （貞元地区、君津市消費者の会） 
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５．成果 

 １．生活環境部会   ２．産業部会  
 ３．観光・交流部会   ４．全体について 
 
１．生活環境部会 
 (1)困りごと２４助け合い運動（市場自治会） 
  ・高齢化、家族減少、孤独、簡単なことが 
   できなくなることに対応のため組織化。 
  ・貞元地域内外にＰＲ 
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２．産業部会 
  (1)もったいない活かそう地域資源運動。 
   ・発案→全体活動に拡大。 
  (2)新規就農者支援（キャベツ栽培農家） 
３．観光・交流部会 
  (1)貸し農園の開設支援。 
  (2)郡ダム周辺地域振興会議に参画。 
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４．全体について 
 (1)もったいない活かそう地域資源運動 
  ・地元ミカン狩り、新米販売、余剰キャベツ 
   の取り放題。 
  ・提供できる。提供して欲しい調査結果。 
   地元産品、 
  ・特筆 ボランティア活動。 
  ・地域外との連携 君津市消費者の会。 
   ふるさと往来クラブ（東京） 
 (2) ホームページの立ち上げ 
 (3)月刊コロンブスのインタビュー 
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６．今後について 
(１)地域ビジョンの策定 
 ・行政にお願いすること ・自治会等地域でやること 
 ・個人、有志でやることに分類  
(2)もったいない活かそう地域資源運動の拡大 
(３)ホームページによる地域内外に発進 
(4)貞元ブランドの創出  ・おかわかめ ・貞元芋等 
  JAきみつ直売所、三舟里の案内所等と連携。 
(５)新たなまちづくり事業、ルールつくり 
 ＊新たな事業グループを形成、できるものをできる 
  ところから実施。 
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７．むすびに 
市民協働に関する提案 

  まちづくり⇒人さがし⇒人づくり・協働推進 

市民活動 
団体 

一 
般 

NPO化、補助金申請、 
活動団体の連携と協働 
情報収集とデータベース 

等専門的な事案 提 案 
市民活動センターに 

継続性のある 
カップリングスタッフ 

（専門家・経験者・行政等） 
を有事駐在、通常外の 

相談窓口とする。 

協働推進課 
公民館 

生涯学習センター 
外市民活動団体と 
関係する部門 

留意点 
・ボランティアセンター、 

  １％審議委員会等、   
ほかの組織との整合 

・費用対効果の検証   

専門性 
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